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現在アメ,)カにおいて生産されているケミグラン ドパルプは,大別して2つの System に分
類 される様である1'2'｡ 第 1は原木を丸太材のまま前処理する方法で,GreatNorthern式 と
呼ばれ同社が主 として採用している方法であり,第 2は丸太材をそのまr'ま使用せずチップに変
形 してから前処理を行 う Bauer式である｡ 然しこのチップ法は化学的に前処理した後,プレ
サファイナ-及びダブルディスクレファイナ一等にて磨砕するのであるが,その前処理条件の
如何によってはセミケミカル法によるパルプの品質とよく類似し,判然 とした区別が出来ない
状態にあると言われている｡ 従ってケミグラ-/ド法 と云 う名称は主 とtて丸太法による場合に
使用した方が良いのではないかと考える｡
丸太材を化学的に前処理するケミグラン ド法について,現在に至る研究発展の概略を顧みる
と, 約一世紀前にその端を発する｡ 1869年 MoritzBehrend3) に始まる水蒸気又は蒸煮処
理を特徴 とする褐色砕木パルプに関する一連の研究過程を経てT E･H･Lougheed4' は亜硫
酸 ソ-ダを使用するケミグラン ド法について発表した｡ 彼は1930年 AbitibiPowerand
PaperCompanyにおいて実験された方法を詳細に報 じ,SpruceとJackpineの丸太を亜硫
酸 ソーダ溶液 (重炭酸 ソーダを含む)にて 115-125oCにて前処理し磨砕して得たパルプは,
新聞紙の SpruceSPの使用率を18%から8%に低下せしめる事が可能であったと云う｡
A.Hyttinenと E.R.Schafer5' は1949年に U.S.ForestProductsLaboratoryおけ
る広葉樹の実験について発表した｡ 即ち Paperbirchと Sw9etgum を中性敢硫塩蒸解液
で減圧後加圧する方法で前処理した場合,Paperbirch のパルプは未処理材パルプよりも良
好な機械的性質をもち,Sweetgum はそれよりも少し劣るという結果を得ている｡
これに引続いて C.E.Libbyと F.W.0'nei16' は1950軍に Syracuseの NewYork
statecollegeofFdrestry において研究された広範な広葉樹 ケミクラン ド法に関する報文
を発表 した｡彼等は寸Aspen,Bireh,Beech,Mapleを対象として榎 々な蒸解方法 と磨砕条件
下におけるパルプの生産動力,晶質,漂白等について詳細な実験を行い,ケミグラン ド法によ
るパルプ製造の基礎を確立し,その有利な.点を強調した｡

























30cm の岐阜県産の丸太材より3×3×15cm の角柱試片を作成し,約3カ月間風乾 したもの
(含水率約13.5%)を実験に使用した｡化学的前処理には容量 101の実験用蒸解釜を使用し,
5-10本の木材試片を安置せしめた円筒容器に所定の蒸解液を充たし,この容琴を蒸解釜中に




詳細な条件は Tablelに示されている｡ 蒸解終了後速やかに排気して内容物を取 り出し,袷
却水洗後麿砕It程に移る｡ '
磨砕に使用した実験用グラインダ-は以前に京都大学林産化学教室にて試作11'したものであ
る｡磨石の上部垂直方向に 4×4_cm のポケッ トを有し,重量の異なる金属板により試片に対
する荷重を調節する装置となっている｡ 麿石は天然砂岩で直径 28cm,巾 5cm のものを使
用し,Spiral',目立を行った｡その回転数は 526rpm,表面速度は 463m/minてあった｡磨
砕面だ対する注水量は 2･51/minと.L,Pitの温度は 8oCであった｡
磨砕されたパルプを2部に分ち,一部は直ちに実験用フラッ トスグリーン (25×30cm の
I
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にて S-Ri互eeness750m.1.附近に叩解した｡ この両紙料 より坪量約 160g/m2 の試験紙
葉を JISに準じて抄造した｡紙の白色度は Beckmann'stspectrophotometerにて 457mFl
の波長を用い,硫酸バ リゥム板を標準板として測定した｡其の他の紙の機械的性質の測定は大





























































































実験番号 姦ク品一義 孟ク造I義 全 収 率 炉 7k 寛
Expt. Retained Passed Total S-R
No. onscreenthr.screen yield,Freeness
% % % ml
実験番号 姦ク品 一品 孟ク造一品 全収率 炉 水 度






























木 材 研 尭 療18号 (昭32)
した場合,収率が少し低下 してお り,カバで84%,ブナ83%の収率を得ている｡ カバとブナと
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(Efect of pre-treating time on
mechalical properties of beaten
chemigroundwoodpulps).
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て 149oCにおける最高圧力 3.8kg/cm3にて蒸解した場合 と,25g/1の薬液 (Na2SO3)を用


















































No. Retained Passed Total
122 8.9 77.8 86.7
123 13.1 75.6 88.7
124 14.2 73.1 87.3
222 8.3 75.3 83.6
223 11.6 72.2 83.8
224 12.9 171'.8 84.7
スク1)I-ソ通過紙料の確別
FiberClassificationofScreen-Passed.Pulp,?,/0
24mesh 42mesh 80mesh150mesh Thru.150 Int.
Cl.7 18.3 9.3





















実験番号 炉 水 度 密 度 裂 断 長 比破裂圧 比破裂度 白 色 度








冒/cm2 I.ength,km Factor Factor %
0.49 3.20 1.94 7C3.3 55.0
0.45 2.97 1.86 65.2 58.0
Cr.56 3.75 2.37 68.3 53.0
0.34 0.89 G.79 23.3 41.5
0.35 0.96 ().89 23.7 43.0














(2) 実験範囲内で最も長 く蒸 解 した場 合のパルプ収 率は原木重 量の約 83%であり, この中
0.008inスロッ トのス グづ-ンを通過する部分は原木に対し約68.%である｡ この数値はカバ,
ブナに共通である｡
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(4)磨砕圧力を1.0から 2･Okg/cm2 まで上昇せしめて磨砕した結果,消費馬力は増す番なく











































































1) 内藤繁 こ紙パ技術協会講演会特輯号 (Jam.1957).
- 25 -
木 材 研 究 第18号 (昭32)
2) 嘩牧永袷二紙パ技術協会誌,31,No.5,293(May.1957).
3)I.D.Rue:PaperTradeJ.,臥,No.16,57(Oct.1925),･C.A.,29,285.
4)E.H.Lou殖eed:PulpandPaper-Mag.Can.,46,No.3,1(,5(-LTeb.1945);G.A.,39,I_)199.
5) A.HyttinenandE R.Schafer.･Tappi,32,No.2,79(Feb.1949).
6) C.E.LibbyandF.W.Cr'neil:Tappi,33,No.4,lei(APT.1950);BulletinoftheNew
YorkStateColegeofForestry23,No.3,TochnicalPublicati･SnNo.72(1L7･30).
7) A.HyttinenandAE.R.Schafer‥PulpandPaperMag.Can_,56,No.12,140(Nov.1955).
8) W.BrechtundS.Pulst:DasPapier,9,551(Dez.1955)
9) W.BrechtundS.Pulst:DasPapier,且ip,12(Jan.195(L).
10) W.BrechtundH.WeifS:DasPapier,且且,82(M畠rz1957).
ll) 渡辺護 .･J農芸化学会誌,'16;No.6,586(June19逢0).
12) 渡辺護,安田猛,川瀬一明二農芸化学会誌,i6,No.6,590(June1940).
一･一26 --
